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研究成果の概要（和文）：前年度までに構築したレシピフローグラフコーパスと収録した調理映像を用いて調理
映像からのレシピ生成の手法を提案し、実験結果とともに国際学会にて発表した。手法は十分一般的であり、調
理映像とレシピに限定されない。これにより、本研究課題「作業実施映像からの手順書の生成」が国際学会採択
論文とともに完了したといえる。
課題終了後も、写真付きの手順書などのような、マルチメディア教材の自動生成などの発展的研究に取り組んで
いる。

研究成果の概要（英文）：The recipe flow graph corpus ("Flow Graph Corpus from Recipe Texts," 
Shinsuke Mori, Hirokuni Maeta, Yoko Yamakata, Tetsuro Sasada, LREC, pp.2370-2377, 2014.) and the 
cooking video record ("KUSK Dataset: Toward a Direct Understanding of Recipe Text and Human Cooking 
Activity Information," Atsushi Hashimoto, Tetsuro Sasada, Yoko Yamakata, Shinsuke Mori, Michihiko 
Minoh, CEA, 2014.) that we finished to build last year were used for automatic recipe generation 
from cooking video as a typical example of our proposal. This result has been presented in a 
international conference ("Procedural Text Generation from an Execution Video," Atsushi Ushiku, 
Hayato Hashimoto, Atsushi
Hashimoto, Shinsuke Mori, IJCNLP, 2017.). The method is enough general to be applied to various 
execution videos. Now we are writing a jounal paper based on these. After having completed the 
proposal, we are working on its extensions such as multimedia text generation.

研究分野： 自然言語処理
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１． 研究開始当初の背景 
 
言語解析の成果を言語生成、特に非言語エー
タからの文生成に応用することが可能にな
りつつあった。静止画に対する簡単な説明文
を生成する研究成果発表などはすでにあっ
たが、作業実施映像に対する手続き文書を生
成することは有用であると考え、本研究を提
案するに至った。 
 
 
２． 研究の目的 
 
本応募課題は、映像の作業記録から作業手順
を表す文章を出力することを目的とする。1 
言語処理と映像処理の 
両学問分野において、物体や動作とその名称
の対応の自動獲得は重要な課題となってお
り、これを複数の作業分 
野の手順文章と作業映像に対して実現する。
2 そのために、まず作業手順文章や実施映像
をフローグラフに自動 
的に変換する方法を確立する。次に、両フロ
ーグラフを照合することで物体や動作と名
称の対を獲得する。これ 
を大量に蓄積しておき、新な映像から作業手
順文章を生成する方法を提案する。3 本研究
の遂行により、作業記 
録を検索し確認することが容易になるとと
もに、同様の作業を行う他者に対する説明文
の自動記述への知見が得 
られる。 

３． 研究の方法 
 
調理を題材に作業映像から手順書を生成す
る手法を提案・実現するとともに実験結果を
提示する。この手法をさらに改良するととも
に、前提となる言語処理／映像処理の高度化
をさまざまな手法で実現する。具体的には、
レシピ固有表現の認識精度を向上させるた
めに、固有表現認識器の辞書への対応や埋め
込みベクトルの利用、さらにはアノテーショ
ンされたデータの増量に取り組む。また、映
像処理においては、投稿型レシピサイトの写
真を学習に用いるなど、特に動作の認識を直
接行えるようにする。さらに、調理以外の課
題に対して取り組むことによる枠組みの一
般化を目指す。本研究課題の重要なポイント
として、映像からの作業内容記述を一般の作
業に対して実現することである。このため、
複数の作業についてもフローグラフの定義
を策定し、作業種別の間で比較・分析を行う
ことで、作業一般のテキストや映像に対する
フローグラフの定義を提案する。具体的には、
スポーツ自転車の組み立てや修理の映像を
収集するとともに、調理と同様のフローグラ
フの基準を策定し、組み立てや修理の作業映
像から手順書を生成する可能性を探る。 
 
４． 研究成果 
 
前年度までに構築したレシピフローグラフ
コーパス(下図参照; "Flow Graph Corpus 
from Recipe Texts," Shinsuke Mori, 



Hirokuni Maeta, Yoko Yamakata, Tetsuro 
Sasada, LREC, pp.2370-2377, 2014.)と収録
した調理映像("KUSK Dataset: Toward a 
Direct Understanding of Recipe Text and 
Human Cooking Activity Information," 
Atsushi Hashimoto, Tetsuro Sasada, Yoko 
Yamakata, Shinsuke Mori, Michihiko Minoh, 
CEA, 2014.)を用いて調理映像からのレシピ
生成の手 法を提案し、実験結果とともに国
際学会にて発表した ("Procedural Text 
Generation from an Execution Video," 
Atsushi Ushiku, Hayato Hashimoto, Atsushi 
Hashimoto, Shinsuke Mori, IJCNLP, 2017.)。
手法は十分一般的であり、調理映像とレシピ
に限定されない。これにより、本研究課題「作
業実施映像からの手順 書の生成」が国際学
会採択論文とともに完了したといえる。 
現在、論文誌への投稿を準備している。また、
調理映像・レシピ以外の分野の実験として、
スポーツ自転車の組み立てを対象に手順書
の収集と映像の収録を行っ た。その分析の
結果、同様の手法が機能するという見通しを
得た。課題終了後も、写真付きの手順書など
のような、マルチメディア教材の自動生成な
どの発展的研究に取り組んでいる。 
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